
 

 

令和２年４月１日 

東日本高速道路株式会社 

 

防水性能を有するプレキャストＰＣ床版を開発 

～高速道路リニューアルプロジェクトにおける工程短縮を目指し開発、実用化へ～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本（東京都千代田区）は株式会社大林組（東京都港区）と共同で、高速道路リニュー

アルプロジェクトにおける床版取替工事の工程短縮および床版の耐久性向上を目指して、超高強度繊

維補強コンクリート（ＵＦＣ：Ｕｌｔｒａ Ｈｉｇｈ Ｓｔｒｅｎｇｔｈ Ｆｉｂｅｒ Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｄ Ｃｏｎｃｒｅｔｅ）を用いた   

防水性能を有するプレキャストＰＣ床版を開発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開発の経緯 

安全・安心な高速道路サービスの提供のためには、工事規制の影響を極力減らすことが求められま

す。これは、高速道路リニューアルプロジェクトの床版取替工事でも同様であり、施工期間中の工事規

制日数を少しでも減らすことが重要です。 

そこで、あらかじめ工場で製作するプレキャストコンクリートに防水性能を付与させることにより、現場

の施工日数を短縮できると考え、平成３０年４月から大林組と共同研究により開発を進めてきました。 

また、鉄筋コンクリート床版には、アスファルト舗装のひび割れや橋面排水装置の損傷から生じる 

水の影響により、コンクリートや鉄筋の劣化が促進することがわかっており、床版内部に水を浸透させな

いことが重要となります。ＵＦＣの優れた遮水性能を活かすことによって、床版内部に水が浸透せず、 

耐久性の高い床版を実現させることができます。 

図-１ 防水性能を有するプレキャストＰＣ床版の概要 

図-２ 施工の流れ 

(1) 従来の工法 

(2) 新たな工法 

＜製作＞         ＜設置＞        ＜現場防水工＞       ＜完成＞ 



図-３ 防水性能を有するプレキャスト床版の排水イメージ 

２．技術の概要 

遮水性能に優れるＵＦＣを、プレキャストコンクリートの製造および供用中の荷重作用などによって  

ひび割れが生じない厚さ（２～５ｃｍ）で床版上面に接着し、床版内部への雨水の浸透を防止します。 

ＵＦＣならびにプレキャストＰＣ床版同士の接合部には、株式会社大林組が開発したスリムクリート® 

を採用し、防水性能を確保しております。 

 

 

実物大の床版切り出しモデルを用いて、繰り返しの車両の影響を考慮した輪荷重走行試験を行い、

下記の性能を確認しました。 

 従来のプレキャストＰＣ床版と同等以上の疲労耐久性を有すること 

 プレキャスト床版の普通部のコンクリートとＵＦＣとの一体性が確保されていること 

 防水が保持されていること 

 

 

３．今後の計画 

様々な構造検討、性能確認実験および輪荷重走行試験により、プレキャストＰＣ床版として十分な

一体性、防水性能、強度および疲労耐久性を有することを確認しました。 

今後、高速道路リニューアルプロジェクトにおいて、実橋への適用を検討していきます。 

 

 

図-４ 輪荷重走行試験によるプレキャストＰＣ床版疲労耐久性の検証 

防水性能を有するプレキャストＰＣ床版

を切り出したモデルで試験体を作成 


